
とうほうだい 授業だより

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １１月２２日、金曜日。ジングルベルの鈴の音とともに師走の足音

が聞こえてきました。これから、ますます気忙しくになりますね。今

回は、毎日、子育てにかんばっておられる方々への励ましの気持ちを

込めて詩を紹介させていただきます。ぜひ読んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この詩は、作者で、当時、小学校で担任をしていた東井先生が、自分の受け持つ子が、よい悪いを自分

で判断できる子になってほしいという思いをもって作られたそうです。私には、子弟の関係をとび越えて

人間本来の心も持ち方について説かれているように感じます。自分を振り返り、反省する事ばかりです。 

 

 

 

 

親子の絆が希薄になってきたとされる昨今、「母の顔」という、次

の詩を味わってみるのもいいかもしれません。 

年齢に関係なく、だれでも優しいお母さん（お父さん）の顔に接す

ると心が慰められ、全てを包み込まれるような安心感を得ることがで

きます。  

お母さん（お父さん）は、子どもたちに「いい子になりなさい」「正

しいことをしなさい」と愛情たっぷりに教えを諭します。 

 そういうお母さん（お父さん）の教えを超えて、その奥にある深い

部分を感じ取っていく中で、自分が生きていく上で大切なものが与え

られ、それが人生を切り開く力になる、というのがこの詩の意味です。 

   

 

 


